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第 1掌経過

第:2節調査の経過
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第 1節地理的環境

第沼主昔 遺跡;の環:境

第1詰fj j地理的環境色

〈ヨ ある。 田市は、伊豆半

に向かいのびている。

と北を限る。

ム

ら

で

となっている筒所、

さら

して に相当

でも 三会
C士 はこの

と据えら

1 調査工組表

お足 7 月 8 白鳥 11 月 12 月

1 1 2 4-15 2 3 4 「、J dコ F、ち》 415 213 d 5 11 2 っし、4 5 ( ι ぐ丸3A つつ 415 

現地準備工
かf十にZコ ミd山ペ市Jみぐピミf災?ミ叫ι 

〉弘

撤収工

10: 

2区 μ 一
β ケ丸ー山九
fい一一一一Jω1メ、 穴-“j 

了いです

ドー 一一r一1

4区 、一M九 ι )七三ケ一内〆八ンτ 、

つu

!整報告理書作作成作業業 三二7二川ミ川三口三二宍段、い乙勾1手5伝z 
つ
、-'



第2章遺跡の環境
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第3章調査の成泉
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第2節調査の方法

第2節調査の方法

1 .現地調査

平成19年度の宗光寺横穴群・横山段横穴群の現地調査は、平成19年6月1日から 9月5日まで実施し

た。調査対象面積の合計は680rri、実掘削面積は88.6ばである。調査にあたっては、地形と本体工事の工

程の関係から、調査区を5つに分けて実施した。このうち、 1'"'-'3区と 5区が宗光寺横穴群、 4区が横

山段横穴群に相当する。なお、上記の面積のうち、 456rriが宗光寺横穴群の調査対象面積である。宗光寺

横穴群の調査は、事前の踏査により遺構が遺存する可能性が高いと指摘された1区と 2区は、全面を掘

削したが、 3区と 5区はトレンチ掘削による調査である。いっぽう、横山段横穴群は、 244rriが調査対象

面積であるが、表土等の掘削は行わず、周辺の清掃と遺構覆土の掘削のみを実施した。

宗光寺横穴群の調査にあたっては、世界測地系第四系に則して、 10ml[J高のグリッドを設定した。グリ

ッドは北西端部を基点とし、南北方向はアルファベット、東西方向はアラビア数字を付した。グリッド

名は、北西交点を使用している。また、安全確保のため、調査対象範囲の斜面上方には、調査区内への

落石防止柵を設置し、調査区内には作業用足場を設置し、調査にあたった。

宗光寺横穴群・横山段横穴群ともに、掘削作業は、全て人力で、行った。 1'"'-'3区の掘削により生じた

排土処はパックフォーとダンプを用いて場外に搬出した。 4区と 5区は、掘削により生じた排土を用い

て、調査終了後に埋め戻し作業を行っている。

測量作業は、調査区内に3級・ 4級基準点を設置し、この基準点を基にトータルステーションとレベ

ルを用いて、縮尺1/20と1/100を基本として実施した。また、全体写真と景観写真の撮影は、ラジコンヘ

リを用い、 6x 6判のモノクロフィルムとカラーポジフィルムを使用した。その他の撮影は、 35mm判の

カラーネガフィルム・カラーポジフィルム、 6X7判のモノクロフィルムとカラーポジフィルムを使用

した。なお、測量用基準点の設置ならびに空中写真撮影は株式会社デジックに委託した。

2.整理作業

整理作業については、償却静岡県埋蔵文化財調査研究所本部にて実施した。作業期間は平成19年9月6

日から12月25日までである。整理作業は、遺構等の記録類に関わる作業を中心に行った。遺構図や全体

図は、現地で作成した図面をもとに、版組を行った上で、 トレース作業を実施した。これらの作業と併

行して、報告書の執筆と編集作業を行った。上記の作業が全て終了した時点で収納作業を実施した。

整理作業の状況 宗光寺横穴群(1区)調査状況

- 7 -



第3章調査の成果

第3節基本層序

宗光寺横穴群・横山段横穴群の基本層序は図4のとおりである。ただし、斜面地であるため、調査対

象範囲内全てにおいて、この層序をなしていたのではない。角磯凝灰岩や、第5層の凝灰岩が露頭し、

表土が存在しなかった箇所もある。層序は、おおむね地区単位で異なる。この基本層序は地点ごとの層

序を基に統合したものである。次に、基本層序の概要を記す。

まず、第1層である表土層の下層となるのが、暗褐色系の粘土層群である。この粘土層群は、大小の

礁を合み、その多寡により細分ができる。尾根部では薄く、谷部では厚い層位であり、時期を特定でき

ないものの、堆積層と捉えられる。暗褐色系の粘土層群の下層となるのが、角磯岩層である。角磯岩層

の下位が角磯凝灰岩層、その下層が、宗光寺横穴群で横穴が穿たれる凝灰岩層である。

第1層 第1層は表土である。この層の厚さは、 5"-'50cm程度で、ある。 2区では、近世陶磁器片が出

土しているが、他には遺物が出土しなかった。

第2層 暗褐色粘土層である。 1区の西半と 2区の東端部、 5区に広がる。直径5cm前後の磯を非常

に多く合み、最大で、1m程度の厚さを持つ層位である。出土遺物はなかった。横穴との前後関係は断定で

きないものの、横穴構築以前の斜面崩落に伴う堆積層と推測される。

第3層 階褐色粘土層である。 5"-'30cm前後の礁を合む層位で、礁の多寡とその大きさにより、細分

が可能である。 1区"-'3区、 5区で確認でき、遺物は出土しなかったものの、少なくとも古墳時代以前

のかなり古い段階の、斜面崩落時の堆積層と捉えられる。厚さは最大で3m程度ある。

第4層 角磯岩層である。取り込まれる石材は、安山岩である。第3層以上との、接触面においては、

この層位の風化層が見られ、宗光寺横穴群では、 2区の西半から 3区にかけて広がっていた。青灰色を

呈し、風化面は褐色を皇する層位である。なお、 4区の横山段横穴群で横穴が掘り込まれているのは、

青灰色を呈する角磯凝灰岩層である。角磯凝灰岩層は、この第4層と第5層の中間層位にあたる。ただ

し、調査区内では、この層序を追認することはできなかった。

第5層 凝灰岩層である。宗光寺横穴群において、横穴が掘られるのは、この凝灰岩層である。宗光

寺横穴群とその周辺でみられる凝灰岩と第

4層の角磯岩は、静-浦層群中の長岡凝灰岩

第 1層

第2層

第3層

第4層

第 5層

図4 基本層序柱状図

第 1層表土

第2層暗褐色粘土層 (7.5YH3/3) 
泣径 1-5cmiiiH妥の磯を多数合i/:s。
(主体となるのは、 5cmlJ'ti後の!磯)

第 3層暗褐色粘土層 (7.5YR3/3-3/4)
ï~J: 1:毛 1 -20csl程度の礁を含む。
機が多く混ざる餅所と少ない筒月7が
部分的に見られる。

第 4層角磯岩層
上層との境にはlO-30clll程度の風化
j習を持つ。凪化部分は褐色(lOYR4/4)
からn音褐色 (lOYR3/3)を呈する。
4 区に露顕するタl際凝灰岩Wiはtr~4 
周と第5屈の中間層位である。

第5層凝灰岩層
宗光寺横穴群において、横穴が捌削

される層。上層との境には、別殺禍

色(lOYR6/8)を呈する10cm前後の瓜
化)~i を持つ。

- 8 -

層に相当する。長岡凝灰岩層の特徴は、そ

の色調が青灰色、あるいは緑~緑濃色を帯

びた白色にあり、風化すると茶褐色を呈す

ることにある。調査区内においても、その

色調の特徴は確認することができた。調査

区内では1区と、 2区の一部にのみ広がっ

ている層位である。

なお、地区別にみると、 1区では、第1

層~第2層・第5層が確認でき、 2区では

第1"-'5層、 3区では第1層 ・第3層・第

4層、 5区では第 1"-'3層が確認できた。

いっぽう、横山段横穴群である 4区では、

角磯凝灰岩層が露頭しており、部分的にご

くうすい表土が見られる程度で、あった。



第4節宗光寺横穴群

第4節宗光寺横穴群

1 .概要

( 1 )全体の概要

宗光寺横穴群は、今回の調査では1""'-'3区と 5区が該当する。このうち、 1区と 2区が全面調査、 3

区と 5区がトレンチ調査で、あった。調査対象面積は456nf、実掘削表面積は71nfである。

今回の調査では、 2基の横穴と 1基の横穴状遺構を発見・調査した。このうち、 2基の横穴は、 1985

年に実施された調査において、その存在が既に明らかとなっている宗光寺5号横穴・ 6号横穴である。

ともに、上部から関口部付近の大半が破壊されており、遺物も出土しなかった。横穴状遺構は、 5号横

穴・ 6号横穴が破壊された後に、掘削されている。近隣住民の話を統合すると、この遺構は、防空壕跡

あるいは貯蔵穴と考えられる。この遺構も遺物は出土しなかった。なお、今回の調査においては、遺物

は2区において、表土から近世陶磁器の細片が出土したに留まる。出土位置の近辺には、調査着手前、

稲荷大明神を絶った桐があった。出土した近世陶磁器片は、これに供えられたものであったと考えられ

る。次に地区別の調査概要を記す。ただし、 4区は横山段横穴群に相当し、その状況は次節に記す。

(2)地区別概要

1区 1区は南東部に位置する調査区である。今回の調査では、この調査区においてのみ、遺構を検

出できた。検出した遺構は、上述したとおり横穴2基と横穴状遺構1基である(図7)。この調査区は、

表土の直下が凝灰岩となっており、表土を除去したところで遺構を検出することができた。

2区 2区は、調査対象範囲中央部に位置する調査区であり、東に1区、西に3区、北が5区に接す

る。 2区では、横穴が構築される凝灰岩の分布が東端部に限られ、中央部は厚い褐色系の粘土層で、あっ

た。西端部は表土の直下が30""'-'50cm程度の厚さを持つ褐色系の粘土層で、その下部は角陳岩層とな

っていた。この地質的な要因のため、 2区では横穴や横穴状遺構等の検出には至らなかった。ただし、

中央部の表土から近世陶磁器の細片が出土している。

3区 3区は、西端部の調査区である。この調査区は、 トレンチ掘削による調査を実施した。トレン

図5 宗光寺横穴群調査範囲(1/500)

9 
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第5節横山段横穴群

第5節横山段横穴群

1 .概要

横山段横穴群は、近年、新たに発見された横穴群である。今回、実施した調査では、 4区が横山段横

穴群に相当する。調査対象面積は224ばである。調査では、 1基の横穴状遺構の存在を確認し、この遺構

とその周辺の調査を行った。

調査の結果、横穴状の遺構は、戦時中の防空壕跡の可能性が高いことが明らかとなった。ただし、古

墳時代後期~奈良時代初頭の横穴をもとに、掘削し直された可能性も考えられる。なお、この遺構は、

宗光寺横穴群と異なり、角磯凝灰岩中に掘削されていることも特徴的である。

2.遺構(図12-14)

位置と残存状況 調査を実施した遺構は、丘陵裾部に所在し、床面の標高は約17.5mであった。現状

においては、遺構の近辺はほぼ垂直に近い斜面となっており、その比高差は5""'10m程度である。もっ

とも、この傾斜は本来的な地形ではなく、宅地造成によるものである。

そのため、開口部付近は宅地造成に伴い破壊されており、表面の風化が著しかった。しかし、その他

の部位の残存状況については、概ね良好であるといえよう。調査前は、周囲を雑草が覆い、遺構内部に

は、最大幅5""'80cm程度の礁が多数充填されていた。戦後は、物置としても使用されていたようである。

また、宅地造成に伴い、開口部付近は、コンクリートがうたれていた。なお、調査においては、遺構内

に詰め込まれていた礁のうち、床面直上のものは、入力では除去で、きない規模であったため、床面は一

部の検出に留まった。ただし、床面の概ねの状況を把握することはできた。

形状と規模 この遺構は南西に開口し、開口方位はN-400-Wである。床面の形状は奥壁側がやや広が

る長台形で、天井は平天井的であるが、全体的にわずかながらも丸みを帯びている。

縦断面形態は、奥壁と天井部が全体的に丸みを帯びるため、長楕円的な形状である。床面の状況は上

記のとおりであるため、詳細を把握できなかったが、平坦面が少なく全体的に不正形であり、奥壁から

開口部に向かい緩やかに下る形状であることは、うかがい知ることができた。横断面形は、開口部付近

は上下を長軸とする楕円形で、奥樫付近に至るにつれ長方形に近くなる。

規模は、残存長2.60m、床面の残存長は2.40mで、ある。床面における幅は開口部がO.85m、開口部か

らO.80mの所で最も狭まりO.65m、奥壁幅はO.90mで、ある。なお、この遺構は、床面からO.2m""'O.8m

上部の幅が最も広く、関口部ではO.95m、最も幅を狭めるO.80m地点で、もO.90m、奥壁がO.95mで、ある。

高さは、開口部が1.40mで、あるものの、関口部よりO.60m地点から1.95m地点まで、は、概ね1.55mで、

ある。奥壁高は1.25mと推定される。なお、この遺構からの出土遺物はなかった。

3.小結

横山段横穴群は、今回が初めての調査である。宅地造成による地形の改変が著しいこともあり、調査

対象範間内においては、上述した1基の横穴状遺構を確認したに留まる。しかし、周囲には広く角疎凝

灰岩が露頭するため、調査区外において、他にも同様の遺構が存在する可能性は考えられる。

調査を実施した横穴状遺構は、出土遺物がなかったため、遺物から時期を特定することはできない。

ただし、周囲に見られる古墳時代後期~奈良時代初頭の横穴とは形状が異なることと、近隣住民の話か

ら、戦時中に掘削された防空壕と考えられる。もっとも、先述のとおり、横穴を再利用し、防空壕とし

た可能性はあるだろう。
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第4章総括

4章総括

1 .調査のまとめ

平成19年度における宗光寺横穴群・横山段横穴群の調査では、宗光寺横穴群で3基、横山段横穴群で

1基、合計4基の横穴状の遺構を調査した。このうち、宗光寺横穴群の2基は古墳時代後期~奈良時代

初頭の所産と考えられる横穴であり、残る 1基と横山段横穴群の l基は、戦時中に掘削された防空壕あ

るいは貯蔵穴であることが調査の結果判明した。

宗光寺横穴群で調査した2基の横穴は、 1960年の調査により 5号横穴・ 6号横穴として確認されている

ものである。ただし、両者とも奥壁近辺をわずかに残すのみで、後世の開発により大半を消失していた。

そのため、詳細な形状等は不明である。また、遺構からの出土遺物もなかった。宗光寺横穴群ではこの

他に、 1基の横穴状遺構を調査している。この遺構は、形状も周囲に残存する横穴とは大きく異なる。

防空壕をこの近辺に掘ったという、近隣の古老の話と合わせて考えると、この遺構は防空壕跡である可

能性が高い。ただし、近辺の斜面が大幅に掘削されていることから、本来的な規模を示すものではない

ようである。この遺構の東には5号横穴、西には6号横穴が接する。 5号横穴・ 6号横穴を利用し、そ

の中間部を掘削することで両者を連結して、防空壕とした可能性が考えられる。残存したのは、その最

奥部であろう。ただし、規模が小さく、より新しい時代の貯蔵穴の可能性もある。

なお、宗光寺横穴群の横穴は凝灰岩に掘り込まれている。今回の調査対象範囲においては、凝灰岩は、

東端部の 1区では、薄い表土の直下に確認できたが、 2区との区境近辺から急激に地中深くに沈み込ん

でいた。 2区中央では褐色系の粘土層が厚く堆積し、 2区西寄りから 3区にかけては、角磯岩が地表近

くまで迫り上がる様子が確認できた。また、北側の5区では、 2区中央部から続く褐色系の粘土層が広

がり、横穴が穿たれる凝灰岩は見られなかった。ただし、 3区東端部の北側約10mには、凝灰岩が露頭

し横穴が開口している。宗光寺横穴群の分布の西限に近いと考えられるこの横穴と、今回調査した6号

穴群の聞に、横穴が分布しないのは、この地質的な要因であることが明らかとなった。

横山段横穴群では、 1基の横穴状遺構を調査した。全長2.60m、11届0.95m、高さ1.55mと細長く、高

さのあるこの遺構は、周囲に見られる古墳時代~奈良時代の横穴とは形状が異なることと、近隣住民の

話を勘案すると、戦時中に掘削された防空壕である可能性が高い。角1線凝灰岩に掘り込まれていること

図15 宗光寺横穴分布図(1/1，500)
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も、宗光寺横穴群の横穴と異なる点である。 元来存在した横穴 ることで、防空

として再利用した可能性もあるだろう。

2口 5号横穴，告号横穴と lナ

によっ

今回の調査により、

となっ これにより、

では、この東半部における

群は、大きく 3支群に区分すること きる。ここでは、

横穴

このうち、

東西 る。本書で報告した5

さら

られている。

の西半部については、地質的構造が!1月ら

地質的な要因に基づく

と19号

1)。

に走る尾根筋により、さらに

中央支群の西群に属する。この群に

は、他に 2"'-'4号横穴、 7. 8号、横穴が属する。この 7基の横穴のうち、 2号横穴と 5' 6 

壁付近を残すのみであるが、残る 4基は遺存状況も良好で全貌がうかがえる。 3号横穴は、いわゆる

室構造といわれるものである。伊豆では他に4例が確認されているにすぎない形態である(註3)0 4. 

7 0 8号横穴は不明瞭ながらも袖をもち、両袖式と捉えられる。玄室の平面形は台形で、

ねアーチ形である。各横穴の時期については、出土遺物等が不明であるため、特定はできない。ただ

3号横穴は、同じく復室構造である柏谷60号横穴が8iJ世紀に位置付けられていることから、これ
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これらの4基の横穴と、今回調査した5・6号横穴を対比させてみると、両横穴とも奥壁幅が狭く

較的小型の3号横穴の奥壁幅にも及ばず、小型の横穴であったことがうかがえる。もっとも、これが階

層差であるのか、時期差であるのかは、今回の調査で得らわした資料からは判断できない。
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写真図版



1 遺跡遠景(南東から)

2 調査区遠景(南から)

図版1
宗光寺横穴群



図版2
宗光寺横穴群

1区全景(南から)

2 5号横穴遺存状況(南から)



1 6号横穴遺存状況(南から)

2 横穴状遺構開口部と西壁(南東から)

図版3
宗光寺横穴群



図版4
宗光寺横穴群

1 2区全景(東から)

2 3区西側トレンチ東半部(東から) 3 3区西側卜レンチ西半部(東から)



5区全景(南東から)

2 3区東側卜レンチ全景(東から)

図版5
宗光寺横穴群

4 周囲に現存する横穴2(7号横穴 南東から)



図版6
横山段横穴群

調査区全景(北西から)

2 横穴状遺構全景(南西から) 4 横穴状遺構右壁(南から)
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所収遺跡名 所在地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

そ宗うこ光う寺じ横よこあ穴な群ぐん
静しずお岡かけ県ん伊い豆ずのの国くに市し 35度 138度 20090601 

そ宗うこ光う寺じ654他
22225 187 1分 57分 456nf 

37秒 12秒 20090905 

その他(平成

19年度横山段

急傾斜地崩壊

35度 138度 対策)

横よこや山まだ段ん横よこあ穴な群ぐん
静しずお岡かけ県ん伊い豆ずののく国に市し 20090601 

そ宗うこ光う寺じあ字ざ横よこや山まだ段ん 22225 222 1分 57分 224nf 

20090905 
39秒 2秒

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳 横穴2基
古墳時代後期~奈良時代初

頭の横穴
宗光寺横穴群 横穴

昭和 防空壕1基

横山段横穴群 横穴 昭和 防空壕1基

宗光寺横穴群は、過去に3回の調査が行われ19基の横穴の存在が確認されている。今回、調査

要約
を実施したのは、このうちの 5号横穴と 6号横穴である。調査の結果、 6号横穴の西側で、宗

光寺横穴群において横穴が築かれる凝灰岩が地中深くに潜り込むことが明らかとなり、 5号

横穴は宗光寺横穴群の中央支群では、もっとも西側に位置する横穴であることが判明した。
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